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私
は
、
社
会
教
育
課
に
配
属
２
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
業
務
の
一
つ
に
、
社
会
教
育

関
係
団
体
の
育
成
・
支
援
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
は
、
育
成
・
支
援
の
立
場
で
す
が
、
振

り
返
る
と
、
私
は
支
援
さ
れ
る
側
、
即
ち
社

会
教
育
団
体
の
活
動
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
青
年
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
育

成
会
、
公
民
館
活
動
な
ど
で
す
。
中
で
も
自

分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
青
年
団
活

動
で
す
。
若
い
頃
、
初
め
は
「
青
年
団
と
か

し
た
く
な
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
し
か
な
く
、

い
や
い
や
始
め
た
青
年
団
。
先
輩
か
ら
説
教

や
叱
責
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
も
、
次
第
に
仲

間
と
集
う
楽
し
さ
を
共
感
し
、
い
つ
し
か
の

め
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
入
団
し
て
初
め
て
盆
踊
り
の
舞
台
に
立
っ

た
時
や
、
青
年
文
化
祭
で
演
劇
の
舞
台
に
立

っ
た
時
の
緊
張
と
充
実
感
は
、
私
の
原
風
景

に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
、
青
年
団
体
や
女
性
連
、
郷
土
芸
能
保

存
会
な
ど
、
多
く
の
団
体
が
活
動
や
組
織
の

存
続
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

時
代
の
流
れ
で
仕
方
な
い
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
流
れ
に
抗
う
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
古
臭
い
考
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
が

青
年
団
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
よ
う
な
気
持

ち
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
持
っ
て
も
ら
え

た
ら
、
活
動
の
火
は
消
え
な
い
。
そ
ん
な
思

い
を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
教
育
団
体

の
支
援
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

　
令
和
元
年
５
月
28
日（
火
）、
市
来
庁
舎
に
て
会
長
（
田
畑
誠
一
市
長
）
を
は
じ
め
、
地
区

内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
や
学
校
、
福
祉
、
警
察
関
係
の
会
員
が
出
席
し
て
令
和
元
年
度

日
置
地
区
社
会
教
育
振
興
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
委
嘱
状
交
付
の
後
、
協
議
で
は
平
成
30
年

度
事
業
報
告
や
決
算
、
令
和
元
年
度
事
業
計

画
や
予
算
案
、
新
役
員
等
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。�

�

☆
活
動
テ
ー
マ�

　
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
生
涯
学
習
社
会

実
現
を
目
指
す
社
会
教
育
関
係
者
の
役
割
は

ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。�

�

☆
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の
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努
力
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生
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充
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も
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社
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社
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教
育
担 

　
当
者
研
修
会
（
６
月
27
日
）�

◯
　
地
区
公
民
館
経
営
研
究
会
（
10
月
９
日
）�

◯
　「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」�

　「
子
ど
も
読
書
の
日
」
の
取
組�

◯
　
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会
（
２
月
２
日
）�

◯
　「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
の
推
進�

社
会
教
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研
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充
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地
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会
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会
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指
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研
修
会
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12
月
７
日
）�

・
中
央
ブ
ロ
ッ

ク
Ｊ
・
Ｌ
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び
高
校
生
ク

ラ
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等
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大
会
（
７
月

20
〜
21
日
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・
か
ご
し
ま
地

域
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の
展
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◯
　
家
庭
の
教
育

　
力
の
向
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活
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・
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Ｐ
Ｔ
Ａ
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７
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６
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）�

・
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Ａ
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究
委
嘱
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11
月
30
日)�

・
お
や
じ
の
会
の
充
実
・
支
援�

文
化
財
保
護
の
充
実�

◯
　
文
化
財
少
年
団
の
支
援�

◯
　
伝
統
芸
能
伝
承
活
動
の
促
進�

◯
　
文
化
財
マ
ッ
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の
配
布�

�
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催�
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会
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仲
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仲
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。

今
後
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各
種
研
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本
地
区
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っ
て
い

の
住
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
取
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６
月
第
１
日
曜
日
、
日
吉
地
域
で
は
、「
せ

っ
ぺ
と
べ
」
を
観
る
た
め
に
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。�

　
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
は
日
吉
地
域
特
有
の
伝

統
行
事
で
、
白
装
束
に
身
を
ま
と
っ
た
大

人
た
ち
（
せ
っ
ぺ
と
べ
衆
）
が
、
精
い
っ
ぱ

い
田
ん
ぼ
を
跳
び
は
ね
る
こ
と
で
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
お
田
植
え
祭
り
と
し
て
、

約
４
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。�

　
祭
り
当
日
、
８
つ
の
地
区
か
ら
子
供
た

ち
が
中
心
と
な
る
「
お
田
植
え
踊
り
」
が
、

八
幡
神
社
と
鬼
丸
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。�

　
お
田
植
え
踊
り
に
は
、
虚
無
僧
踊
り
・

棒
踊
り
・
笹
踊
り
・
鎌
踊
り
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
踊
り
が

あ
り
、
せ
っ
ぺ
と
べ
衆
は
、
こ
れ
ら
お
田

植
え
踊
り
の
露
払
い
役
で
あ
り
、
踊
り
子

た
ち
の
お
守
り
役
で
も
あ
り
ま
す
。�

　
神
社
で
の
奉

納
が
終
わ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
神
社

の
御
神
田
ま
で

赴
き
、
迫
力
あ

る
「
せ
っ
ぺ
と

べ
」
が
始
ま
り

ま
す
。�

　
せ
っ
ぺ
と
べ

衆
も
神
社
で
踊

る
頃
ま
で
は
、

あ
ま
り
お
神
酒

を
飲
ん
で
い
な

い
た
め
、
大
人
し
く
し
て
い
ま
す
が
、
御
神

田
に
来
る
頃
に
は
、
お
神
酒
の
勢
い
も
つ
き

最
高
潮
に
達
し
、
体
じ
ゅ
う
泥
ま
み
れ
に
な

り
踊
り
ま
す
。
御
神
田
で
の
披
露
が
終
わ
り
、

せ
っ
ぺ
と
べ
衆
を
含
む
各
地
区
の
踊
り
手
た

ち
は
、
日
吉
地
域
内
を
一
日
か
け
て
踊
り
続

け
ま
す
。�

　
祭
り
の
前
日
に
は
「
子
ど
も
せ
っ
ぺ
と
べ

ど
ろ
ん
こ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
大
会
は
、
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
を
子
供

た
ち
に
引
き
継

ぎ
た
い
と
の
思

い
で
、
今
年
で

11
回
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ

の
時
ば
か
り
は
、

泥
遊
び
が
公
認

と
な
り
、
子
供

た
ち
も
体
じ
ゅ

う
泥
ま
み
れ
に

な
っ
て
、
跳
び

は
ね
ま
す
。�

　
１
年
に
１
日
だ
け
行
わ
れ
る
「
せ
っ
ぺ

と
べ
」
で
す
が
、
本
番
の
日
に
向
け
て
各

地
区
に
お
い
て
は
、
５
月
初
旬
か
ら
１
か

月
余
り
、
毎
晩
の
よ
う
に
踊
り
の
練
習
会

が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
お
田
植
え
踊
り
は
、
小
・
中
学
生
が
主
な

踊
り
手
と
し
て
活
躍
し
ま
す
が
、
ど
の
地
区

も
少
子
化
に
伴
い
、
踊
り
手
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
小
学
１
年
生
か
ら
参
加
し

て
い
ま
す
。
以
前
の
踊
り
手
は
男
子
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
女
子
も
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
は
部
活
動
の
終

了
後
、
休
む
こ
と
な
く
練
習
に
参
加
し
、
自

分
が
学
ん
で
き
た
踊
り
の
仕
草
や
足
さ
ば
き

を
、
丁
寧
に
小
学
生
に
教
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
あ
る
地

区
に
お
い
て

は
、
郷
土
出

身
者
の
子
供

た
ち
が
、
地

区
外
か
ら
参

加
し
、
活
気

を
与
え
て
い

ま
す
。�

　
練
習
会
場

の
公
民
館
等

に
は
、
踊
り

に
必
要
な
衣

装
や
道
具
の
準
備
を
行
う
高
齢
者
や
、
踊

り
の
指
導
を
行
う
青
壮
年
部
、
食
事
の
差

し
入
れ
を
行
う
女
性
部
な
ど
、
多
く
の
方
々

が
毎
日
の
よ
う
に
集
ま
り
、
子
供
た
ち
の

練
習
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
は
、
文
化
の
伝
承
と
故

郷
日
吉
を
愛
す
る
青
少
年
育
成
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
も
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
に
関
わ
り
、

絆
が
深
ま
る
こ
と
で
、「
地
域
力
を
高
め
る
」

地
域
づ
く
り
行
事
と
し
て
、
深
く
根
差
し

て
い
ま
す
。�
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５
月
27
日（
月
）、
文
化
庁
で
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
薩
摩
硫
黄

島
の
メ
ン
ド
ン
」
の
認
定
書
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
「
メ
ン
ド
ン
」
は
、
旧
暦
の
８
月
１
・

２
日
に
島
の
男
性
が
踊
る
「
八
朔
太
鼓
踊

り
」
に
突
如
現
れ
、
地
域
と
人
々
の
邪
気

を
祓
う
「
仮
面
神
」
で
す
。
天
下
御
免
の

神
の
化
身
で
、
手
に
持
っ
た
神
木
の
枝
で
観�

客
を
叩
き
散
ら
し
ま
す
。
な
に
し
ろ「
神
」な

の
で
、
文
句

も
言
え
ま
せ

ん
し
、
誰
が

入
っ
て
い
る

か
の
詮
索
も

御
法
度
。
子

ど
も
た
ち
に

と
っ
て
「
メ

ン
ド
ン
」
は

怖
い
神
で
も

あ
り
、
あ
こ

が
れ
の
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。�

　
小
さ
な
三
島
村
が
、
伝
統
芸
能
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
、
後
継
者
不
足
な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
、

こ
れ
ま
で
の
努
力
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
村
民
に
大
き
な
自
信
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
、
更
に
地
域
と
子
ど

も
会
が
協
力
し
な
が
ら
伝
統
文
化
を
継
承
す

る
こ
と
の
素
晴
し
さ
を
伝
え
、
三
島
村
の
島

お
こ
し
に
つ
な
が
る
取
組
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

地
域
力
を
高
め
る
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」�

日
置
市
教
育
委
員
会�

薩
摩
硫
黄
島
の
メ
ン
ド
ン�

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録�

薩摩硫黄島のメンドン�

(2) 令和元年８月１日� いもこじ42号� 日置地区社会教育振興会�

子供たちによるお田植え踊り奉納�

大人に負けず元気いっぱい跳びはねます�

子供たちによるお田植え踊り奉納�

大人に負けず元気いっぱい跳びはねます�

御神田での�
せっぺとべ�

多くの見守りの中での練習�
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日
本
遺
産
と
は
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特

色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
伝
え

る
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
を
「
日
本
遺
産
」と

し
て
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。�

　
構
成
自
治
体
は
、
本
市
を
は
じ
め
鹿
児
島

県
・
鹿
児
島
市
・
出
水
市
・
垂
水
市
・
薩
摩

川
内
市
・
南
さ
つ
ま
市
・
志
布
志
市
・
南
九

州
市
・
姶
良
市
の
１
県
９
自
治
体
で
、
令
和

元
年
５
月
20
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
日
本
遺
産
認
定
に
際
し
て
の
物
語
（
ス
ト

ー
リ
ー
）
概
要
は
、
「
勇
猛
果
敢
な
薩
摩
武

士
を
育
ん
だ
地
、
鹿
児
島
。
そ
こ
に
は
、
本

城
の
鹿
児
島
城
（
鶴
丸
城
）
跡
や
県
内
各
地

の
山
城
跡
の
周
辺
に
配
置
さ
れ
た
麓
と
呼
ば

れ
る
外
城
の
武
家
屋
敷
群
が
今
で
も
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
麓
は
、
防
御
に
適
し
た
場

所
に
作
ら
れ
、
門
と
玄
関
の
間
に
生
垣
を
配

置
す
る
等
、
ま
る
で
城
の
よ
う
に
敵
に
備
え

た
構
造
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
武
士

た
ち
は
、
心
身
を
鍛
え
、
農
耕
に
従
事
し
、

平
和
な
世
に
あ
り
な
が

ら
武
芸
の
鍛
錬
に
励
み

ま
し
た
。
本
城
の
鹿
児

島
城
跡
や
外
城
の
武
家

屋
敷
群
を
歩
け
ば
、
薩

摩
の
武
士
た
ち
の
生
き

様
が
見
ら
れ
ま
す
。
」

と
い
う
内
容
で
す
。�

① 

串
木
野
麓

串
木
野
麓�

　
武
家
屋
敷

群
は
、
中
世

の
山
城
の
側

に
作
ら
れ
た

も
の
が
多
く
、

薩
摩
の
山
城

は
江
戸
幕
府

の
一
国
一
城

令
の
後
も
壊

さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。�

　
串
木
野
麓
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、

美
し
い
武
家
門
や
石
垣
、
古
い
屋
敷

な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。�

�
② 
串
木
野
城
跡

串
木
野
城
跡（
亀
ケ
城
）

亀
ケ
城
）�

　
も
と
も
と

串
木
野
氏
が

居
城
し
て
い

ま
し
た
が
、

後
に
島
津
氏

が
治
め
る
こ

と
に
な
り
、

島
津
四
兄
弟

の
一
人
で
、

猛
将
と
知
ら

れ
る
島
津
家

久
が
地
頭
と
し
て
治
め
て
い
た
頃
に
、

串
木
野
城
下
に
麓
集
落
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
家
久
の
嫡
男
で
、

関
ヶ
原
の
戦
い
で
島
津
義
弘
の
影
武

者
と
し
て
戦
死
し
た
、
島
津
豊
久
の

生
誕
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

③ 

旧
入
来
邸
武
家
屋
敷

旧
入
来
邸
武
家
屋
敷�

　
旧
入
来
邸

は
、
本
市
に

お
け
る
幕
末

頃
の
武
家
屋

敷
の
基
本
と

な
る
も
の
で

あ
り
、
大
変

貴
重
な
歴
史

的
文
化
財
で

す
。
ま
た
、

庭
木
と
し
て

植
え
ら
れ
て

い
る
イ
ヌ
マ
キ
（
犬
槇
）
及
び
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

（
五
葉
松
）も
江
戸
時
代
頃
と
考
え
ら
れ
、
市

で
最
も
古
い
も
の
で
す
。�

�

④ 

地
頭
仮
屋
跡

地
頭
仮
屋
跡�

　
地
頭
仮
屋
は
、
地
頭
が
泊
ま
り
、
職
務
を

す
る
場
所
で
す
。
地
頭
は
実
際
に
行
く
こ
と

を
免
除
さ
れ
て
い
た
遙
任
地
頭
が
多
く
、
郷

の
最
高
責
任
者
で
は
あ
る
が
、
鹿
児
島
に
居

住
し
、
年
に
数
回
来
る
程
度
で
し
た
。�

　
現
在
は
、
地
頭
仮
屋
跡
と
し
て
当
時
の
ま

ま
の
石
垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。�

�

⑤ 

串
木
野
金
山

串
木
野
金
山�

　
薩
摩
藩
に
よ
る
串
木
野
で
の
金
山
開
発
は
、

１
６
６
０
年
頃
、
芹
ケ
野
で
本
格
的
に
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
串
木
野
金
山
の
収
益
は
、
明

治
維
新
を
牽
引
す
る
薩
摩
藩
の
大
切
な
財
源

で
し
た
。
現
在
で
も
金
の
一
部
採
掘
及
び
製

錬
は
続
い
て
お
り
、
今
ま
で
の
採
掘
量
は
全

国
４
位
で
す
。�

�

����

　
十
島
村
で
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
図

る
た
め
七
つ
の
学
校
に
社
会
教
育
学
級
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
の
教
頭
先
生

を
学
級
主
事
と
し
て
、
一
般
の
地
域
住
民

も
対
象
に
し
、
年
間
10
回
程
度
の
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
講
師
は
、
地
域
の
住
民
で
あ
っ
た
り
学

校
の
先
生
で
あ
っ
た
り
、
時
に
は
島
を
訪

れ
た
大
学
の
先
生
に
お
願
い
し
た
り
し
て

い
ま
す
。�

　
村
に
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
学

校
が
あ
る
の
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師
と
し
て

楽
し
み
な
が
ら
英
会
話
を
学
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
に
つ
い
て
も
関
心

が
高
い
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
の
医
師
が

診
療
に
訪
れ
た
機
会
を
捉
え
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。�

　
人
権
学
習
に
つ
い
て
も
、
人
権
問
題
を

正
し
く
理
解
し
、

人
権
尊
重
の
重
要

性
に
つ
い
て
正
し

い
認
識
を
持
っ
た

め
に
必
ず
一
回
は�

学
習
し
て
い
ま
す
。�

　
年
間
10
回
と
少

な
い
講
座
で
す
が
、

学
級
生
の
希
望
や

必
要
と
さ
れ
る
内

容
を
考
え
な
が
ら

よ
り
充
実
し
た
講
座
と
な
る
よ
う
に
工
夫
・

改
善
し
て
い
き
ま
す
。�

いちき串木野市の物語（ストーリー）　構成文化財一覧�

 
薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町

薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町�

〜
武
家
屋
敷
群
「
麓
」
を
歩
く
〜�

日
本
遺
産
（
い
ち
き
串
木
野
市
）�

串木野麓周辺�

串木野城跡入口周辺�

武家門とイヌマキの古木�

心配蘇生法の講座�

学
び
の
風�十

島
村
教
育
委
員

十
島
村
教
育
委
員
会�

(3) 令和元年８月１日� いもこじ42号� 日置地区社会教育振興会�



�

　
６
月
25
日（
火
）、
日
置
市
中
央
公
民
館
で

日
置
地
区
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
市
か
ら
約
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。�

� 

助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
！

助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
！�

　
研
修
１
で
は
、
日
置
市
介
護
保
険
課
の
前

田
郁
美
さ
ん
よ
り
「
免
許
証
を
返
納
し
た
後

の
生
活
」
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
生
活
実
態
や
地
域
ケ
ア
会
議
で
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
や
財
政
状
況
か
ら
「
共
助
」「
公

助
」
の
大
幅
な
拡
充
を
期
待
す
る
こ
と
は
難

し
く
、「
自
助
」

「
互
助
」
の
果

た
す
役
割
が
大

き
く
な
る
こ
と
、

元
気
な
う
ち
か

ら
返
納
後
の
移

動
手
段
を
考
え

て
お
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
孤
立

を
防
ぐ
地
域
づ

く
り
の
視
点
も

必
要
で
あ
る
等

の
助
言
が
あ
り

ま
し
た
。�

　
研
修
２
で
は
、
７
、
８
人
ず
つ
班
に
分
か

れ
「
免
許
返
納
で
困
る
こ
と
」
「
返
納
ま
で

に
準
備
で
き
る
こ
と
」
「
女
性
団
体
と
し
て

で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
（
各
自
付

箋
に
書
き
込
み
、
広
幅
用
紙
に
貼
り
付
け
、

ま
と
め
る
。）�

　
あ
る
班

は
、
免
許

を
返
納
す

る
と
「
病

院
に
行
け

な
い
」「
買

い
物
が
で

き
な
い
」

等
の
不
便

を
上
げ
、

免
許
返
納

ま
で
準
備

で
き
る
こ

と
と
し
て
、
「
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
、
共

同
購
入
」、「
元
気
な
う
ち
に
脳
ト
レ
、
貯
筋

運
動
を
し
て
備
え
る
」
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
女
性
団
体
と
し
て
で
き
る
こ
と
と
し
て

「
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
者
の
孤
立
を
防

ぐ
た
め
に
、
見
守
り
や
声
掛
け
が
大
事
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
全
体
会
で
は
各
班
の
発
表
が
あ
り
、
今
後

も
行
政
と
住
民
が
連
携
し
て
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。�

　
い
つ
か
来
る
「
そ
の
時
」
を
、
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。�

������

　
６
月
19
日
（
水
）
、
い
ち
き
串
木
野
市
中

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。�

�

地
域
の
活
性
化
を
図
る
〜
日
本
遺
産

地
域
の
活
性
化
を
図
る
〜
日
本
遺
産�

　
研
修
会
で
は
、
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
長
濱
田
純
一
氏
か
ら
「
日

本
遺
産
の
認
定
に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
、

地
域
の
活
性
化
を
視
野
に
入
れ
た
「
串
木
野

麓
」
の
取
組
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
県
文
化
財
課
の
住
吉
啓
三
文
化

財
主
事
、
宮
崎
大
和
文
化
財
研
究
員
か
ら
は
、

県
の
文
化
財
保
護
行
政
の
説
明
や
地
区
で

の
取
組
に
つ
い
て
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
現
地
研
修
で
は
羽
島
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
、�

「
薩
摩
藩
英

国
留
学
生
記

念
館
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

濱
田
純
一
係

長
の
案
内
で

当
時
の
時
代

背
景
や
歴
史

史
料
の
説
明

を
受
け
ま
し

た
。
参
加
者

は
丁
寧
な
説

明
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し

た
。
地
区
の
歴
史
を
知
る
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。�

������

　
６
月
27
日(

木)

、
い
ち
き
串
木
野
市
い
ち

き
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
研
修
会
で
は
、

「
地
域
学
校
協

働
活
動
」
に
つ

い
て
県
教
育
庁

社
会
教
育
課
の

橋
口
盛
史
社
会

教
育
主
事
の
講

義
と
、
い
ち
き

串
木
野
市
立
生

冠
中
学
校
の
池

之
上
良
和
校
長
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

生
冠
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し

た
双
方
向
的
な
取
組
は
、
他
地
域
に
大
変
参

考
と
な
る
発
表
で
し
た
。�

�

持
続
可
能
な
活
動
を
！

持
続
可
能
な
活
動
を
！�

　
分
科
会
で
は
６
班
に
分
か
れ
て
「
地
域
学

校
協
働
活
動
を
持
続
可
能
な
活
動
」
に
す
る

た
め
に
」
の
テ
ー
マ
で
研
究
協
議
を
深
め
ま

し
た
。
課
題
も
明
確
に
な
り
充
実
し
た
研
修

会
に
な
り
ま
し
た
。�

全体会の様子�

活発な意見交換‥見守り、声掛け‥�

薩摩藩英国留学生記念館�

自校の取組を発表する池之上校長�

　
本
地
区
で
も
記
録
的
大
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
「
安
全
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
心

構
え
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。�

　
今
年
度
も
地
域
の
方
々
の
活
動
や
社
会

教
育
関
係
の
取
組
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。　
　
　
　
　（
事
務
局
　
田
中
）

編集後記�

鹿
児
島
教
育
事
務
所

鹿
児
島
教
育
事
務
所�

鹿
児
島
教
育
事
務
所

鹿
児
島
教
育
事
務
所�

鹿
児
島
教
育
事
務
所

鹿
児
島
教
育
事
務
所�

『
免
許
返
納
後
の
生
活
』
を
考
え
る 

〜
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
〜

〜
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
〜�

日
置
地
区
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修
会�

鹿
児
島
地
域
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員�

及
び
文
化
財
行
政
担
当
者
等
研
修
会�

日
置
・
鹿
児
島
郡
地
区
社
会
教
育
委
員�

及
び
社
会
教
育
担
当
者
等
研
修
会�
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